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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
なし。
＜全体連絡＞

· 精神保健福祉士の実習生が5/31（月）午後にあります。

· カンファレンス勉強会の年間計画を立てた為、沿って行ってください。
· 青風荘入居者様の事例検討を水曜日に実施していたが、プログラムと重なり参加が難しい状況であり、7月から金曜日で調整していく。
・青陽館 コロナ対策利用停止目安・行動聴取表を作成。周知の事。

・医療福祉学会 学術研究について

　学術チームも事業計画チームで分かれて、2題提出。
テーマ決定と、ある程度の研究方法の決定をして5月中に斎藤SGMへ報告の事。
・各受け持ち毎に精神科の入院期間が最長1年未満の利用者様のチェックとデータベースへの情報の入力を6月中に終えること。

＜利用者様情報＞

デイケア

・三田　彩美弓様～本日体験利用実施。松園町バス停から青陽館までの送迎時に「今日は母の迎えがありますが、これからは帰りもバス停までお願いできますか？」と話し掛けがあり、当面は送迎にするが、まずは自宅周辺を歩いて徐々に体力を付けるように促すと、返答している。入院前より受け答え良く、表情が明るくなったようだと伝えると「自分でもそう思います。」と返答している。スタッフの介入で女性利用者様と交流を持ち過ごしており、自分から病名について話している。エアロビでは途中で疲れている様子だが、「大丈夫です。」と返答あり、エアロビ講師の指示で見学としている。その後エアロビ講師と青陽館スタッフで話し合い、体力面を考慮して15分程度の参加とし、その後は見学と決めて本人へ伝えている。正式利用について本人へ確認するが、決めることが出来ず母様と話し合い6/2（水）13時から体験利用予定としている。
・吉田　裕子様～　本人より電話があり、本日体験理予定であったが、手続きなどで疲労が強く欠席したいとの事。次回の体験利用は6/2（水）であり、その時までに日程を検討したいとの事。
ショートケア
特記なし。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供あり。青陽館に向かう際、一瞬青山荘方向へ行こうとするが、スタッフの声掛けにて青陽館玄関に向かっていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、特に不調を訴えることもなく、階段扉の方へ向かうこともなく、各種プログラムに参加している。
・山下　拓也様～　青風荘より情報提供あり。夜10時前には部屋に戻り布団に入っているが、10時、11時の訪室時「眠っていないよ」と話していたとのこと。今朝、睡眠状況を確認すると、「途中で目が覚めたけど5時間眠れた」と話していたとのこと。本日のデイナイトケアでは睡眠時間についての訴えは聞かれず、プログラム開始時間に遅れてくるが、自分が参加するプログラムが分からずにスタッフに確認してくるため、事前に予定表で確認しておくよう伝えている。
・繁名　和恵様　～来所時より、テンション高めで女性利用者様（船場幸子様）とじゃれあうように交流している。午前のミーティング終了後より何度も幻聴と頭痛の訴えあり、頓服薬服用希望するが、都度服薬以外の対処法を提案するとチラシ箱折りや折り紙手芸を行い頓服薬服用せずにプログラムに参加している。
